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身のまわりの物質

教科書講座

学習のまとめ

映像

身
の
ま
わ
り
の
物
質

P.48～61物質の分類5
1 物質の分類

⑴　物体と物質　使う目的に合わせた形や大きさに注目したときの「もの」を物体という。例コップ，ものさし

　物体をつくる原料に注目したときの「もの」を物質という。例鉄，プラスチック

⑵　金
きん

属
ぞく

と非
ひ

金
きん

属
ぞく

　金属には鉄，アルミニウム，金，銀，銅，亜
あ

鉛
えん

，鉛
なまり

などがある。

①金属の性質　電気を通しやすい，熱を伝えやすい，みがくと特有のかがやき（金属光
こう

沢
たく

）が出る，力を加える

と細くのびたり（延
えん

性
せい

），うすく広がったり（展
てん

性
せい

）する。※磁石につくのは，鉄などの一部の金属だけ。

②非金属　金属以外の物質。

　例水，酸素，エタノール，砂糖など

⑶　有
ゆう

機
き

物
ぶつ

と無
む

機
き

物
ぶつ

①有機物　炭素をふくむ物質。燃えると二酸化炭素

が発生する。炭（炭素）が残ることがある。

　例砂糖，デンプン，エタノール，ロウなど

②無機物　有機物以外の物質。

　例鉄，アルミニウム，水，酸素，食塩など

2 物質の体積と質量

⑴　質
しつ

量
りょう

　物体そのものの量。単位はｇやkg。

⑵　密
みつ

度
ど

　物質 1 cm3当たりの質量。

　・�密度の値は，物質の種類によって決まっている。

⑶　密度と物質の浮
う

き沈
しず

み

◦固体の密度＜液体の密度　固体は液体に浮く。　　◦固体の密度＞液体の密度　固体は液体に沈む。

P.48〜55， 212教科書

金属に共通する性質ではない

水（水蒸気）も発生する

炭素や一酸化炭素，二酸化炭素などは無機物

P.56〜61， 211教科書

密度〔g/cm3〕＝
グラム毎立方センチメートル 物質の質量〔g〕

物質の体積〔cm3〕

同じ物質なら密度は等しい

液体どうしや気体どうしでも浮き沈みは起こる

氷（0.92g/cm3）は水（1.00g/cm3）に浮く 鉄（7.87g/cm3）は水（1.00g/cm3）に沈む

へこんだ液面の下面を，1目盛り
の　 まで目分量で読み取る。

目の位置を
液面と同じ
高さにする。

　固体の体積のはかり方

※水平なところに置く。

金
属

固体の
体積
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▼３ メスシリンダーの使い方

❶何ものせないときの表示板の数値を
　0.00gにする。
❷薬包紙をのせ，０点スイッチを押し
　て表示板の数値を0.00gにする。
❸はかりたいものを皿にのせて，数値
　を読み取る。 g

g

▼２ 電子てんびんの使い方

物質 密度〔g/cm3〕 物質 密度〔g/cm3〕

固
体

氷（0℃） 0.917
液
体

水（4℃） 1.00
鉄 7.87 エタノール 0.789
アルミニウム 2.70 水銀 13.5
金 19.3

気
体

水蒸気（100℃） 0.000598
銀 10.5 酸素（0℃） 0.00143
銅 8.96 二酸化炭素（0℃） 0.00198

物質の密度（温度が書いていない場合は，20℃）

閉まる

開く

ガス調節
ねじ
コック

ガス

空気調節
ねじ

▼１� ガスバーナーの使い方

【火のつけ方】
❶�空気調節ねじとガス調節ねじを

一度ゆるめ，軽く閉める。
❷元せん→コックの順に開ける。
❸�マッチに火をつけ，ガス調節ね

じをゆるめて点火する。
❹�ガス調節ねじを押

お

さえ，空気調
節ねじをゆるめて青い炎

ほのお

にする。
【火の消し方】
空気調節ねじ→ガス調節ねじ→コック→元せんの順に閉める。

（火が消えたあと，空気調節ねじとガス調節ねじを少しゆるめておく。）

❶砂糖，食塩，スチールウール（鉄），ロウ，デンプン
　を加熱する。
❷火がついたら，石灰水を入れた集気びんに入れる。
　火が消えたら物質を取り出し，ふたをして集気びん
　をふる。

せっかいすい

❶ ❷
物質を加熱して分類する

・砂糖，ロウ，デンプンが燃えると二酸化炭素が発生した。⇨有機物
　→これらが燃えたときは，集気びんの内側が水滴でくもった。

砂糖
食塩

スチール
ウール
ロウ

デンプン

白くにごった。

白くにごった。

変化
しなかった。

白くにごった。
炎を出して燃えた。

とけて茶色になり，燃えた。炭が残った。

黒くこげたあと，燃えた。炭のようなものが残った。

赤くなって燃えた。

変化しなかった。

石灰水

水滴がついて
くもる。

重要 実験

すいてき

青色の塩化コバルト紙をうすい赤色に変える

燃焼さじ

砂糖

ねんしょう

石灰水

②

11
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確　認　問　題

身
の
ま
わ
り
の
物
質
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［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

1 物質の分類

□⑴　コップ，ものさしのように，使う目的に合わせた形や大きさに注目した

ときの「もの」を何というか。

□⑵　鉄，プラスチックのように，物体をつくる原料に注目したときの「もの」

を何というか。

□⑶　金属は，電気を通しやすいか，通しにくいか。

□⑷　金属は，熱を伝えやすいか，伝えにくいか。

□⑸　金属をみがくとどうなるか。

□⑹　金属を引っ張ると細くのびる性質を，何というか。

□⑺　金属をたたくとうすく広がる性質を，何というか。

□⑻　金属以外の物質を何というか。

□⑼　炭素をふくみ，加熱するとこげて炭になったり，燃えて二酸化炭素が発

生したりする物質を何というか。

□⑽　有機物を燃やすと，二酸化炭素のほかに，何が発生するか。

□⑾　有機物以外の物質を何というか。

　　　　　　　次の に当てはまる言葉は何か。

□①ガスバーナー　　　　　　　　　　　　　□②物質の分類

2 物質の体積と質量

□⑴　ｇやkgの単位で表される，物体そのものの量を何というか。

□⑵　メスシリンダーではかることができるのは，質量か，体積か。

□⑶　電子てんびんではかることができるのは，質量か，体積か。

□⑷　物質 1 cm3当たりの質量を，その物質の何というか。

□⑸　次の式の〔　　〕に当てはまる単位や に当てはまる言葉は何か。

□⑹　鉄（密度7.87g/cm3）とアルミニウム（密度2.70g/cm3）を50cm3ずつ用意し

た。このとき，質量が大きいのは鉄か，アルミニウムか。

□⑺　鉄（密度7.87g/cm3）とアルミニウム（密度2.70g/cm3）を1.0kgずつ用意し

た。このとき，体積が大きいのは鉄か，アルミニウムか。

□⑻　水（密度1.00g/cm3）にアルミニウム（密度2.70g/cm3）を入れると，アルミ

ニウムは水に浮くか，沈むか。

図表で確認

密度〔　　　　〕＝
物質の　　　　　　　〔g〕

  物質の　　　　　　　〔cm3〕

調節ねじ

調節ねじ
非金属

紙，砂糖，木，ロウ，ゴム，
プラスチック，デンプン，
エタノール，プロパンなど

鉄，銅，金，銀，水銀，
鉛，亜鉛，白金，チタン，
アルミニウムなど

水，酸素，食塩，硫黄，
ガラス，セメント，
セラミックスなど

A

B

Ａ Ｂ

Ｃ
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基　本　問　題
1 物質の分類

　⑴　図は，金属や非金属でできた物体を表している。

□①�　図のＡ～Ｆのうち，金属でできているものはどれか。すべて

選びなさい。� ［ ］

□②　図のＡ～Ｆのうち，磁石につくものはどれか。� ［ ］

□③　どの金属にも共通する性質はどれか。次のア〜オからすべて

選びなさい。� ［ ］

　　ア　みがくと光る。　　　イ　磁石につく。

　　ウ　電気を通さない。　　エ　たたくとうすく広がる。　　オ　引っ張ってものびない。

□⑵　次の文の［　　　］に当てはまる言葉は何か。

　　　砂糖などの有機物は，加熱すると黒くこげて［ ］になったり，燃えると［ ］

と水が発生したりするが，鉄などの［ ］はそのような性質を示さない。有機物が燃えて発生

した気体が［ ］であることは，［ ］に通すと白くにごることで確かめら

れる。

　⑶　次の①，②に当てはまる物質を，右のア～オからそれぞれすべて選びなさい。

□①　有機物　　　　　　［ ］

□②　非金属で無機物　　［ ］

2 物質の体積と質量

　⑴　次の①，②の物質の密度は何g/cm3か。

□①　質量39.5g，体積50.0cm3のエタノール� 式［ ］　答［ ］

□②　体積15.0cm3，質量40.5gのアルミニウム� 　式［ ］　答［ ］

□⑵　密度が19.3g/cm3の金100cm3の質量は，何ｇか。� 式［ ］　答［ ］

□⑶　密度が0.917g/cm3の氷1834gの体積は，何cm3か。� 式［ ］　答［ ］

□⑷　次の文の（　　）の①，②に当てはまる言葉はどちらか。� ①［ ］　②［ ］

　　�・物質の体積が同じとき，密度が大きい物質ほど，質量が①（ ア　大きく　　イ　小さく ）なる。

　　・物質の質量が同じとき，密度が大きい物質ほど，体積が②（ ア　大きく　　イ　小さく ）なる。

　⑸�　図の金属はどれも同じ体積で，（　　）内の数字はそれぞれ密度〔g/cm3〕である。

□①　物質の密度は，ふつう何cm3当たりの質量で表すか。� ［ ］

□②　図の金属で，質量が最も大きいものはどれか。

� ［ ］

□③　図の金属をそれぞれ同じ質量だけ用意したとき，体積が最も大きくなるものは

どれか。� ［ ］

□⑹　メスシリンダーの目盛りを読むとき，正しい目の位置はどれか。右のＡ〜Ｄから

選べ。� ［ ］

□⑺　物体の浮き沈みについて述べた次の文の［　　］に当てはまる言葉は何か。

　　�・密度が，水の密度（1.00 g/cm3）よりも大きい固体は，水に［　　　　　　］。

　　・密度が，水の密度（1.00 g/cm3）よりも小さい固体は，水に［　　　　　　］。

ア　木　　　イ　銀
ウ　食塩　　エ　水
オ　プラスチック

消しゴムアルミニウムはく 銅線

CA B

プラスチック
の定規

ガラスのコップ スチールウール
（鉄）

FD E

銅

（8.96）
アルミニウム

（2.70）

鉄

（7.87）
銀

（10.5）

60

50

C

A

B

D
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練　習　問　題

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

2 学習の
まとめ2

1	 砂糖と食塩のいずれかである白い粉末Ａ，Ｂを用い
て，次の実験を行った。あとの問いに答えなさい。

　〔実験 1〕　図 1のように，Ａ，Ｂをそれぞれ燃焼さじ

に取って加熱したところ，Ｂは燃えたが，Ａは燃え

なかった。

　〔実験 2〕　火のついたＢを，図 2のように集気びんに

入れてふたをすると，集気びんの内側に液体がつい

た。また，火が消えたあとに燃焼さじを取り出し，

ふたをして集気びんをふると，石灰水が白くにごった。

□⑴　食塩はＡ，Ｂのどちらか。

□⑵　図 2で，集気びんの内側についた液体に，青色の

塩化コバルト紙をつけるとどうなるか。

□⑶　⑵より，集気びんの内側についた液体は何か。

□⑷　実験 2で，石灰水を白くにごらせた気体は何か。

□⑸　燃えて⑷の気体が発生したことから，粉末Ｂには何がふくまれているか。

2	 図は，器具Ｘに35.0cm3の水を入
れ，その中に物体㋐を沈めたとき

のようすで，水面の目盛りを読む

と42.0cm3であった。表は，いろい

ろな物質の密度を示したものである。

次の問いに答えなさい。ただし，糸

の体積は考えないものとする。

□⑴　器具Ｘを何というか。

□⑵　器具Ｘで水を35.0cm3はかり

取るとき，水面は目盛りのど

の位置に合わせるか。右のア

～ウから選び，記号で答えな

さい。

□⑶　物体㋐の体積は何cm3か。

□⑷　物体㋐の質量は55.3ｇである。物体㋐の密度は何g/cm3か。

□⑸　物体㋐は，表のどの物質からできていると考えられるか。Ａ～Ｅから選び，

記号で答えなさい。

□⑹　図のように水に沈んだ物体㋐を，密度が13.5g/cm3の水銀に入れた。物体

㋐は，水銀に浮くか，沈むか。

□⑺　水に浮く物質を，表のＡ～Ｅからすべて選び，記号で答えなさい。

□⑻　表のＡ～Ｅの物質でできた27cm3の立方体をそれぞれ用意したとき，質量

が最も大きくなるものはどれか。Ａ～Ｅから選び，記号で答えなさい。

 計算・グラフ・作図のワークP.38

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

1 学習の
まとめ1

アルミニウム
はく

図１

図２

燃焼さじ
粉末

集気びん

液体

石灰水

糸

X

水

物体㋐

ア イ ウ

物質 密度
〔g/cm3〕

A 8.96

B 7.87

C 2.70

D 0.92

E 0.79

水 1.00
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Keyプラス

　　　図は，物体Ａ～Ｆについて，体積と質量を20℃で測定した結果を表

したものである。

□⑴　物体Ａの密度は何g/cm3か。� ［　　　　　　　］

□⑵　Ａ～Ｆのうち，同じ物質でできている物体はどれとどれか。 2つ選

び，記号で答えなさい。� ［　　　　　　　］

□⑶　水の密度は1.0 g/cm3である。水に浮く物体をＡ～Ｆから選び，記

号で答えなさい。� ［　　　］

□⑷　20℃で質量10.7 g，体積 8 cm3の物体Ｘがあり，物体Ｘは物体Ａ～Ｆのいずれかと同じ物質でできている。

物体Ｘと同じ物質でできている物体をＡ～Ｆから選び，記号で答えなさい。� ［　　　］

B-1

　　　密度について，次の問いに答えなさい。

□⑴　体積が15.0 cm3で，質量が134.4 gの物質がある。この物質の密度は何g/cm3か。� ［　　　　　　　　　］

□⑵　アルミニウム16.5 cm3の質量は何gか。ただし，アルミニウムの密度を2.70 g/cm3とする。

� ［　　　　　　　　　］

□⑶　鉄236.1 gの体積は何cm3か。ただし，鉄の密度を7.87 g/cm3とする。� ［　　　　　　　　　］

A-1

密度の公式の利用① 教科書P.56 ～ 61

物質の質量と体積の関係② 教科書P.56 ～ 61

A

B

　�　密度について，次の問いに答えなさい。
　⑴　体積が9.5 cm3で，質量が68.4 gの物質がある。この物質の密度は何g/cm3か。
　⑵　密度が10.5 g/cm3で，体積が5.6 cm3の物質がある。この物質の質量は何gか。
　⑶　密度が2.7 g/cm3で，質量が40.5 gの物質がある。この物質の体積は何cm3か。

問

　質量と体積を表す図では，それぞれの測定点と原点を結ぶ直
線をかくと，密度を比較することができる。
◦同じ直線上にある物質は密度が等しい。→  同じ物質だといえる。
　ＡとＣ，ＢとＤはそれぞれ同じ物質だといえる。
◦直線の傾きが大きいほど，密度が大きい。
　�水（密度1.0g/cm3）よりも直線の傾きが小さい物質は，密度が水よりも小

さいので，水に浮く。→  Ｅは水に浮く。
　�水よりも直線の傾きが大きい物質は，密度が水よりも大きいので，水に

沈む。→  Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは水に沈む。

　　⑴　　　　　　　　　　　　　  　より，　　　　＝7.2g/cm3

　　⑵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より，10.5g/cm3×5.6cm3＝58.8g

　　⑶　　　　　　　　　　　　　  　より，　　　　＝15.0cm3

解 密度〔g/cm3〕＝　　　　　質量〔g〕
体積〔cm3〕

68.4g
9.5cm3

質量〔g〕＝密度〔g/cm3〕×体積〔cm3〕

体積〔cm3〕＝　　　　　　質量〔g〕
密度〔g/cm3〕

40.5g
2.7g/cm3

　　　　　　　　　　　　　　

　➡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

密度〔g/cm3〕＝　　　　　質量〔g〕
体積〔cm3〕

質量〔g〕＝密度〔g/cm3〕×体積〔cm3〕 体積〔cm3〕＝　　　　　　質量〔g〕
密度〔g/cm3〕

20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0
0 1

水に沈む

水

2 3 4 5 6 7 8 9 10
体積[cm3]

A

ED

B

C

質
量
〔g〕

水に浮く

傾き小

密度小

傾き大 密度大

18
16
14
12
10
8
6
4
2
00 1 2 3 4 5 6 7 8

体積[cm3]

A E
F

D

B
C

質
量
〔g〕

★単位から公式を思い出そう！
単位の「/」は，「÷」や分数の「－」を意味する。

ｇ/cm３→ｇ÷cm３， g
cm3  となる。

密度〔g/cm3〕の公式を
忘れたときは

➡
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　　　あるとき，王が職人に純金の王冠をつくらせたが，「職人が金の一部をぬすみ，金のかわりに銀を混ぜて

王冠をつくった」といううわさが広まった。そこで王はアルキメデスに，「王冠が金だけでできているかどうか

調べる」ように命じた。アルキメデスは次の実験を行い，王冠が金だけでできていないと王に告げた。

　実�験　王冠と同じ質量の金のかたまりをつくった。次に，王冠と金のかたまりを，それぞれ水を満たした別々

の容器に入れた。その結果，あふれた水の量の大小関係は，「金のかたまり＜王冠」になった。

　考�察　実験の結果から，金のかたまりと王冠の質量は同じだが，体積は王冠のほうが（　ⓐ　）ことがわかる。

よって，王冠の密度は金の密度より（　ⓑ　）といえるので，王冠は金だけでできていないことがわかる。

□⑴　考察のⓐ，ⓑに当てはまる言葉を答えなさい。� ⓐ［　　　　　　　］　ⓑ［　　　　　　　］

　⑵　上の実験を，実際に行う場合を考えた。同じ質量である王冠，金

のかたまり，比較用に王冠に混ぜたといわれる銀のかたまりを水に

入れたときに，あふれた水の体積は表のようになった。ただし，金

の密度を19.3g/cm3，銀の密度を10.5g/cm3とする。

□①　下線部の質量は何ｇか。

� ［　　　　　　　］

□②　表のＸに当てはまる値を答えなさい。

� ［　　　　　　　］

□③　王冠をつくる物質（合金）の密度は何g/cm3か。小数第 2位を四捨五入して答えなさい。

� ［　　　　　　　］

C-1

物質の種類の見分け方の応用 教科書P.56 ～ 61C

　�　ある真鍮Ｘ1.0kgで球形のおもりをつくった。ただし，真鍮Ｘは，質量の60％を銅が占
し

め，質量の40％
を亜鉛が占めている。また，銅の密度を8.96g/cm3とし，亜鉛の密度を7.14g/cm3とする。合金の体積は
混ぜ合わせたそれぞれの金属の体積の和であるとする。
　⑴　真鍮Ｘのおもりの体積は何cm3か。小数第 1位を四捨五入して答えなさい。
　⑵�　真鍮Ｘの密度は何g/cm3か。⑴で求めた体積を用いて，小数第 3位を四捨五入して答えなさい。
　⑶�　質量の70％を銅が占め，質量の30％を亜鉛が占めている真鍮Ｙを用意した。真鍮Ｘと真鍮Ｙで同じ
体積の物体をつくったとき，質量はどうなるか。次のア～ウから選び，記号で答えなさい。

　　ア　真鍮Ｘの物体のほうが大きい。
　　イ　真鍮Ｙの物体のほうが大きい。
　　ウ　真鍮Ｘの物体と真鍮Ｙの物体の質量は等しい。

問

　同じ質量の物質でも，物質の種類が異なれば体積が異なる。金属には，一見金に見える真
しん

鍮
ちゅう

のように，見
た目が似ているが，物質の質量が異なるものがある。これらを見分けるためには，質量や体積をはかり，密
度のちがいを求めるとよい。

　　⑴　真鍮Ｘ1.0kgのうち，銅が600ｇを占め，亜鉛が400ｇを占めている。銅600ｇの体積は，　　　　　＝66.96…より，約

67.0cm3　亜鉛400ｇの体積は，　　　　　＝56.02…より，約56.0cm3　したがって，67.0cm3＋56.0cm3＝123.0→123cm3

⑵　　　　　＝8.130…→8.13g/cm3

⑶　真鍮Ｙは真鍮Ｘよりも銅を多くふくんでいるので，真鍮Ｙの密度は，真鍮Ｘの密度よりも大きい。よって，イ

解 600g
8.96g/cm3

400g
7.14g/cm3

1000g
123cm3

あふれた水の体積〔cm3〕

王冠 157.8

金のかたまり （　Ｘ　）

銀のかたまり 193.0

密度〔g/cm3〕 ※真鍮は銅と亜鉛の合金であり，
　�それぞれの割合で密度は異な
る。

金 19.30
真鍮 　 約8.45  ※ 金の指輪 真鍮の指輪
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1	 密度　次の問いに答えなさい。
□⑴　次の式の（　　）の①・②に当てはまる言葉は何か。

□⑵　質量40.5 g，体積15 cm3の物質の密度は何g/cm3か。

□⑶　菜種油250 cm3の質量は230 gである。菜種油の密度は何g/cm3か。

□⑷　空気500 cm3の質量は0.60 gである。この空気の密度は何g/cm3か。

□⑸　１辺３cmの立方体の質量が210.6 gである。この立方体をつくる物質の密

度は何g/cm3か。

□⑹　図のような直方体の質量が10.2 kgである。この直

方体をつくる物質の密度は何g/cm3か。

2	  Keyプラス  密度と体積から質量を求める計算　次の問いに答えなさい。
□⑴　次の式の（　　）に当てはまる記号は，＋，−，×，÷のどれか。

　　　物質の質量〔g〕＝密度〔g/cm3〕（　　　）物質の体積〔cm3〕

□⑵　密度8.9 g/cm3，体積８cm3の物質の質量は何gか。

□⑶　密度2.1 g/cm3，体積25 cm3の物質の質量は何gか。

□⑷　密度1.15 g/cm3，体積300 cm3の液体の質量は何gか。

□⑸　密度0.0018 g/cm3，体積750 cm3の気体の質量は何gか。

□⑹　密度2.8 g/cm3，１辺６cmの立方体の質量は何gか。

3	  Keyプラス  密度と質量から体積を求める計算　次の問いに答えなさい。
□⑴　次の式の（　　）の①・②に当てはまる言葉は何か。

□⑵　密度10.5 g/cm3，質量210 gの物質の体積は何cm3か。

□⑶　密度1.2 g/cm3，質量45.0 gの液体の体積は何cm3か。

□⑷　密度0.0013 g/cm3，質量0.65 gの気体の体積は何cm3か。

密度〔g/cm3〕＝
物質の（　①　）〔g〕
物質の（　②　）〔cm3〕

物質の体積〔cm3〕＝
物質の（　①　）〔g〕
（　②　）〔g/cm3〕

⑴①

②

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

1

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

2

⑴①

②

⑵

⑶

⑷

3
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4	 密度から物質名を考える　表は，金属や気
体の密度（20℃のとき）を表したものである。

次の問いに答えなさい。

□⑴　ある金属でできた物体12.0 cm3の質量は

85.7 gであった。この物体は，表の中のど

の金属でできているか。

□⑵　ある気体400 cm3の質量は0.46 gであった。

この気体は，表の中のどれか。

5	  Keyプラス  体積と質量の関係　図は，物

質Ａ〜Ｆの体積と質量を表したものである。次

の問いに，記号で答えなさい。

□⑴　密度が最も大きいものはＡ〜Ｆのどれか。

□⑵　密度が最も小さいものはＡ〜Ｆのどれか。

□⑶　同じ物質でできていると考えられるものは

Ａ〜Ｆのどれか。すべて選びなさい。

6	  Keyプラス  浮き沈み　次の問いに答えなさい。

　⑴　図は，物質Ａ〜Ｅの体積と質量を表したも

のである。

□①　Ａ〜Ｅを水（密度1.0 g/cm3）に浮くもの

と沈むものに分けて，記号で答えなさい。

□②　エタノール（密度0.8 g/cm3）に浮く物質

は，Ａ〜Ｅのどれか。

□⑵　ビーカーＳに水，ビーカーＴに液体のロウ

を入れ，固体のロウをそれぞれ入れると，図の

ようになった。水，液体のロウ，固体のロウ

を，密度が小さいものから順にならべなさい。

　⑶　表は，固体と液体の密度（氷以外は20℃の

とき）を示している。ただし，エタノールは

海水，菜種油と混じり合うが，菜種油は海水

とは混じり合わないものとする。

□①　１辺２cmの立方体の固体Ｐの質量は

7.36 gであった。固体Ｐを液体Ｑに入れる

と，固体Ｐは沈んだ。また，液体Ｑに，液

体Ｑよりも密度の大きい液体Ｒを加えると，

混じり合った。固体Ｐ，液体Ｑは表のどれか。

□②　２種類の液体Ｘ，Ｙとプラスチックでできた物体を

ビーカーに入れてかき混ぜ，しばらく放置すると図の

ように２層に分かれた。液体Ｘ，Ｙは表のどれか。

⑴

⑵

4

⑴

⑵

⑶

5

⑴①浮くもの

　沈むもの

②

⑵

　

⑶①Ｐ

　Ｑ

②Ｘ

　Ｙ

6
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物質 密度〔g/cm3〕

金
　
属

アルミニウム 2.70

亜　鉛 7.14

鉄 7.87

銅 8.96

気
　
体

アンモニア 0.00072

窒　素 0.00116

酸　素 0.00133

二酸化炭素 0.00184

〔cm³〕体積

E

F

B
D

CA

542 310

〔g〕

 

質
量

30

25

20

15

10

5

0

〔cm³〕体積

E

B

D

C

A

542 310

〔g〕

 

質
量

5

4

3

2

1

0

ビーカーＳ

固体の
ロウ

液体の
ロウ

水

ビーカーＴ

X

Y

物体

物質 密度
〔g/cm3〕

固
　
体

氷（０℃） 0.92

プラスチック 0.96

アルミニウム 2.70

液
　
体

エタノール 0.79

菜種油 0.91

海水 1.05
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講座5　物質の分類　

□⑴　金属は電気を通しやすいか，通しにくいか。

□⑵　金属以外の物質を何というか。

□⑶　炭素をふくみ，加熱するとこげて炭になったり，燃えて二酸化炭素や水

が発生したりする物質を何というか。

□⑷　物質 1 cm3当たりの質量を，その物質の何というか。

□⑸　次の式の〔　　〕に当てはまる単位や に当てはまる言葉は何か。

　　

講座6　粒子のモデルと物質の性質　

□⑴　水のように， 1種類の物質からできている物質を何というか。

□⑵　空気のように，いくつかの物質が混ざり合った物質を何というか。

□⑶　溶媒が水である溶液を何というか。

□⑷　次の式の に当てはまる言葉は何か。

　　

□⑸　物質がそれ以上水に溶けきれなくなった状態を何というか。

□⑹　100gの水に物質を溶かして飽和水溶液にしたときの，溶けた物質の質

量を何というか。

□⑺　固体の物質を溶媒に溶かし，再び結晶として取り出すことを何というか。

講座7　気体の性質　

□⑴　水に溶けにくい気体を集める方法を何というか。

□⑵　二酸化マンガンにオキシドールを加えると発生する気体は何か。

□⑶　石灰石にうすい塩酸を加えると発生する気体は何か。

□⑷　亜鉛にうすい塩酸を加えると発生する気体は何か。

□⑸　アンモニアが水に溶けてできた水溶液の性質は，アルカリ性か，酸性か。

講座8　粒子のモデルと状態変化　

□⑴　温度によって物質の状態が変わることを何というか。

□⑵　物質の状態が変化したとき，変化しないのは，体積か，質量か。

□⑶　固体が液体になるときの温度を何というか。

□⑷　液体が沸とうして気体になるときの温度を何というか。

□⑸　液体を沸とうさせ，得られた気体を冷やして再び液体を得る操作を何と

いうか。

ことばでチェック

 教科書P.48〜61

密度　　　＝
物質の
物質の

〔g〕
〔cm3〕

〔　　〕
②
③

①

 教科書P.64〜73

質量パーセント濃度〔％〕＝ ×100
　 　 の質量〔g〕
の質量〔g〕＋溶質の質量〔g〕

①
②

 教科書P.74〜81

 教科書P.84〜95

重要事項の確認 身のまわりの物質
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図表でチェック

講座5　ガスバーナーとメスシリンダー 教科書
P.211・212 講座5　物質の分類 教科書P.50〜55

講座8　状態変化と粒子のモデル 教科書P.86 ・ 87 講座8　水の状態変化と温度 教科書P.88

講座6　水溶液のモデル 教科書P.65

講座7　気体の性質 教科書P.80・81

講座6　物質の水に溶ける量と温度 教科書P.67〜73

非金属
紙，砂糖，木，
ロウ，エタノール，
プラスチックなど

鉄，銅，金，銀，
鉛，白金，チタン，
アルミニウムなど

水，酸素，食塩，
ガラス，セメント，
セラミックスなど

A B

C

コック

調節ねじ

調節ねじ

A

B

目分量で
１目盛りの

まで読み取る。

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

C

加熱 冷却

加熱

冷却

加熱

冷却

A CB

しょうとつ
粒子が規則正しく
ならんでいる状態。

粒子が位置を変え，
動きまわっている
状態。

粒子が衝突しながら，
自由に飛びまわって
いる状態。

加熱した時間〔分〕

温
度

0

0

100

…固体の状態

…液体の状態

…気体の状態

点

点〔℃〕
A

E

D

C

B

Bに溶けている物質

Bが水のものを

という。

AがBに溶けたもの

Aを溶かしている水

になっている。

Ａの粒子と水の粒子は，

水の粒子
Aの粒子

A

D

B
E

C

溶けている量

物質が限度の量まで
溶けた状態の水溶液

水溶液
さらに溶かす
ことができる量

溶かした量

となって
出てくる量

水の温度[℃]

g
の
水
に
溶
け
る
物
質
の
質
量
〔g〕

100 80

60

40

20

00 20 40 60 80

曲線A
C

B

冷
や
す

冷
や
す

二酸化炭素 アンモニア

非常に溶けやすい

有毒。水溶液はアンモ
ニア水(アルカリ性)。

少し溶ける

水溶液は炭酸水(酸性)。
石灰水を白くにごらせる。

酸素

ない

水

気体

水

気体

水

気体

空気よりもわずかに大き
い。 空気よりも 空気よりも空気よりも小さい。 。。

物質を燃やすはたらきが
ある。

におい

集め方

水への溶け方

空気と比べた
密度

その他の性質

水素

ない

空気中で火をつけると，
燃えて水ができる。

気体

気体

法法 法

C

D

F

G

H

IEB

A
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問題でチェック1　砂糖と食塩のいずれかである白色の粉末Ａ，Ｂをそれぞれ燃焼さじ

にのせて加熱すると，粉末Ａは燃えたが，粉末Ｂは変化がなかった。右の図のように，

燃えている粉末Ａを集気びんに入れると，集気びんの内側に①液体がついた。火が消え

たら，燃焼さじを取り出し，ふたをして②集気びんをふった。

□⑴�　下線部①の液体が水であることを確かめるには何を用いればよいか。次のア～ウ

から選び，記号で答えなさい。� ［　　　］

　　ア　赤色リトマス紙　　イ　青色リトマス紙　　ウ　塩化コバルト紙

□⑵�　下線部②では，石灰水はどうなるか。� ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑶　粉末Ａ，Ｂは，砂糖と食塩のどちらか。� Ａ［　　　　　　　　　］　Ｂ［　　　　　　　　　］

問題でチェック2　ある金属でできた物体の質量をはかると，21.6ｇであった。

この物体を100mL用のメスシリンダーの水に沈めると，水面が右の図のように

変化した。ただし，1 mL＝ 1 cm3である。

□⑴�　この物体の体積は何cm3か。� ［　　　　　　　　　］

□⑵�　この物体の密度は何g/cm3か。

� ［　　　　　　　　　］

□⑶�　この物体は何という金属でできているか。次のア～ウから選び，記号で答えなさい。ただし，（　）内の値

はそれぞれの金属の密度を表している。� ［　　　］

　　ア　鉄（7.87g/cm3）　　イ　銅（8.96g/cm3）　　ウ　アルミニウム（2.70g/cm3）

重要実験・観察のチェック

1	 物質の区別　�
穴埋めでチェック1　❶〜❻に当てはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

まとめP.32　　教科書P.51

2	 密度の測定　�
穴埋めでチェック２　❶〜❻に当てはまる言葉や数をそれぞれ答えなさい。

まとめP.32　　教科書P.57

スチールウール…❸［　　　　　　　　］。
砂糖…石灰水が白くにごる。

❹［　　　　　　　　　　］が発生。

❶食塩，砂糖，スチール
　ウール（鉄）を加熱する。

砂糖

食塩 変化しなかった。
とけて茶色になり，燃えた。
黒い❶［　　　　　］が残った。

赤くなって燃えた。スチール
ウール

❷燃えた場合は，石灰水を入れた
　集気びんに入れる。火が消えた
　ら，ふたをして集気びんをふる。

燃焼さじ

物質
ねんしょう

砂糖には❺［　　　　　　］

がふくまれている。

→❺をふくむ物質を

　❻［　　　　　　　　］という。

砂糖

石灰水

砂糖のときは，集気びんの内側に
❷［　　　　　　］がついてくもる。

40cm3 の水に沈めたあと

物体の体積
45.0cm3－40.0cm3＝❸［　　　　　　］cm3

金属
密度〔g/cm3〕

鉄
7.87

銅
8.96

アルミニウム
2.70

❹［　　　　　　］〔g/cm3〕＝

＝❺［　　　　　　］g/cm3

物質の質量〔g〕
物質の体積〔cm3〕

44.8g
5.0cm3

g

水

物体

44.8ｇ

❶ある金属でできた物体
　の❶［　　　　　　］を
　はかる。

❷物体の体積をはかる。 ❸密度を計算する。

電子てんびん

物体

❷［　　　　　　　　　　　　］
体積をはかる器具。

表より，この物体は❻［　　　　　　］である。

水に沈める前

40

50
水に沈めたあと

40

50

液体

集気びん

粉末Ａ

石灰水
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問題でチェック4　右の図のように，水9 cm3とエタノール3 cm3の混合物を加熱

し，試験管Ａ，Ｂ，Ｃの順に，出てきた液体を2 cm3ずつ集めた。

□⑴�　図で，混合物に沸とう石を入れて加熱したのは何のためか。

　　［� 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　⑵�　次の①，②の液体が集まる試験管を，Ａ～Ｃからそれぞれ選び，記号で答

えなさい。

　□①　エタノールのにおいがほとんどしない。� ［　　　］

　□②　液体にひたしたろ紙に火をつけると，よく燃える。� ［　　　］

□⑶　実験より，沸点が低いのはエタノールと水のどちらか。� ［　　　　　　　　　］

問題でチェック3　図1のように，60℃の水100ｇに硝酸カリウムと塩化ナト

リウムを30ｇずつ加えると，どちらもすべて溶けた。図2は，100ｇの水に

溶ける物質の質量と水の温度との関係を表したものである。

□⑴�　硝酸カリウム水溶液の硝酸カリウムのように，水溶液に溶けている物

質を何というか。� ［　　　　　　　　　］

□⑵�　図 1の水溶液をそれぞれ10℃まで冷やした。結晶が出てくるビーカー

はＡ，Ｂのどちらか。記号で答えなさい。� ［　　　］

□⑶　水溶液から結晶を取り出すことを何というか。�［　　　　　　　　　］

□⑷�　⑵で結晶が出てこなかった水溶液から結晶を取り出すには，どうすれ

ばよいか。� ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

4	 蒸留　�
穴埋めでチェック4　❶〜❻に当てはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

まとめP.54　　教科書P.91

3	 再結晶　�
穴埋めでチェック3　❶〜❻に当てはまる言葉や数をそれぞれ答えなさい。

まとめP.40　　教科書P.69

冷水

デジタル
温度計

液体

ガラス管
試験管

水とエタノール
の混合物

沸
と
う
石

冷水

デジタル
温度計

液体

ガラス管

試験管

水とエタノール
の混合物

エタノールは水よりも❻［　　　　　　］が低い。

❹［　　　　　　　　　　］が
多くふくまれる。

❺［　　　　　　］が
多くふくまれる。

液体を沸とうさせ，得ら
れた気体を冷やして再び
液体を得る操作を
❶［　　　　　　］という。

１本目

する。

２本目

少しする。

３本目
ほとんど
しない。エタノールのにおい

液体にひたしたろ紙
に火を近づける。

❶水とエタノールの
　混合物を加熱する。

❷液体を同じ体積ずつ３本の試験管に集め，性質を調べる。

❷［　　　　　　　　］

❸［　　　　　　　　］。燃えて，すぐに消える。 燃えない。

急に沸とうするのを
防ぐ

※再結晶にはⓐ水溶液を冷やす方法とⓑ水を❻［　　　　　　］させる方法があり，塩化ナトリウム水溶液はⓑが適している。

❶［　　　　　　　　　　］

溶質…硝酸カリウム　❷［　　　　　　］…水

109g－22g＝❹［　　　　　　］ｇ溶質が溶けるだけ
溶けた水溶液

140
120
100
80
60
40
20
00

塩化ナトリウム

20 40 60
水の温度[℃]

109

22

g
の
水
に
溶
け
る

物
質
の
質
量

100

〔g〕

硝酸カリウム

温度による❺［　　　　　　　　］
の変化が大きいため。

❶60℃の水 100ｇに，
　硝酸カリウムを
　溶けるだけ溶かす。

❷水溶液を 10℃に冷やす。

硝酸カリウム水溶液

硝酸カリウム

60℃ 10℃
❸［　　　　　　］が
多く出てくる。

100gの水に溶ける
物質の最大の質量

140
120
100
80
60
40
20
00

塩化ナトリウム

20 40 60
水の温度[℃]

g
の
水
に
溶
け
る

物
質
の
質
量

100

〔g〕

硝酸カリウム

ビーカーＡ

硝酸カリウム

図２

図１

60℃の水
100ｇ

ビーカーＢ

塩化ナトリウム
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得点

／100点
定期テスト対策 ||| 標準編 |||

実施時間のめやす⇨ 25分教科書

1	 次のＡ〜Ｄは，図のガスバーナーを使うときの手順を示している。あとの問いに答えな
さい。　  教科書P.212 � （４点×３）

　Ａ　マッチの火を下から近づけながら，一方のねじを回して点火する。

　Ｂ　ａ，ｂのねじが軽く閉まっている状態にする。　　　Ｃ　元せんを開ける。

　Ｄ　もう一方のねじを回して適正な炎にする。

□⑴　Ａ〜Ｄを正しい順にならべかえ，記号で答えなさい。� ［　　　→　　　→　　　→　　　］

□⑵　Ａの下線部では，図のａ，ｂどちらのねじを，㋐，㋑のどちらの向きに回すか。（完答）

� ［　　　］のねじを［　　　］の向きに回す。

□⑶　Ｄで炎がオレンジ色のとき，何の量が不足しているか。� ［　　　　　　　　］

2	 表は，５種類の金属の密度を示したものである。次の問いに答えなさい。　  教科書P.50，56〜60， 211 � （４点×５）

□⑴　次のア～エのうち，金属に共通する性質として誤っているものはどれか。記

号で答えなさい。� ［　　　］

　ア　電気を通しやすい。　　イ　磁石につく。

　ウ　たたくと広がる。　　　エ　みがくと特有の光沢が出る。

□⑵　表の５種類の金属で同じ質量のおもりをそれぞれつくった場合，体積が最も

大きくなるものはどれか。金属名を答えなさい。� ［　　　　　　　　］

　⑶　表のいずれかの金属でできた質量63.0gの物体がある。この物体を，水の入

った100cm3用のメスシリンダーに入れた。図のＡは物体を入れる前の水面を，

Ｂは物体を入れたあとの水面を表している。

□①　Ａの水面の値を読み取りなさい。� ［　　　　　　　　］

□②　この物体の密度は何g/cm3か。小数第 3位を四捨五入して答えなさい。� ［　　　　　　　　］

□③　この物体は，どの金属でできていると考えられるか。金属名を答えなさい。� ［　　　　　　　　］

3	 表は，いろいろな温度の水100gに溶ける硝酸カリウムの質
量（溶解度）を示したものである。60℃の水100gに硝酸カリウ

ム100gを溶かした水溶液をつくった。次の問いに答えなさい。　  教科書P.64〜73 � （４点×５）

□⑴　硝酸カリウム水溶液の硝酸カリウムのように，水に溶けている物質を何というか。� ［　　　　　　　　］

　⑵　硝酸カリウム水溶液を40℃まで冷やすと，水溶液の中に硝酸カリウムの結晶が出てきた。

□①　一度水に溶かした物質を再び結晶として取り出すことを何というか。� ［　　　　　　　　］

□②　出てきた硝酸カリウムの結晶を

ろ過によって取り除くとき，正し

い方法は右のア～エのどれか。記

号で答えなさい。� ［　　　］

□③　硝酸カリウムの結晶は何ｇ出てくるか。� ［　　　　　　　　］

□⑶　⑵のろ液を20℃に冷やすと結晶が出てきた。ろ液に20℃の水を加えて結晶をすべて溶かすには，水は少なく

とも何ｇ必要か。小数第１位を四捨五入して答えなさい。なお，ろ過による水の減少はない。［　　　　　　　　］

ア
ろ紙

エイ ガラス棒 ウ

ろうと

ビーカー
ろうと台

a 

b
㋐

㋑

Ａ

40

50

Ｂ

40

50

金属 密度〔g/cm3〕
銀 10.5
銅 8.96
鉄 7.87

亜鉛 7.14
アルミニウム 2.70

水の温度〔℃〕 20 30 40 50 60
溶解度 31.6 45.3 63.9 85.2 109.2

身のまわりの物質

P.48~95
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4	 図のような装置でいろいろな気体を発生させ，発生した気体を試験管に集
めた。次の問いに答えなさい。　  教科書P.74〜81， 213 � （４点×５）

□⑴　図のような気体の集め方を何というか。� ［　　　　　　　　］

□⑵　図のような方法で集めることができない気体は，どのような性質をもつ

か。簡単に答えなさい。� ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑶　２種類の物質を用いて酸素を発生させるには，次のア～カのどれとどれ

を用いればよいか。記号で答えなさい。� ［　　　と　　　］

　ア　石灰石　　  イ　亜鉛　　  ウ　二酸化マンガン　　  エ　塩酸　　  オ　オキシドール　　  カ　酢酸

□⑷　発生した気体を試験管に集めるとき，はじめに出てきた試験管１本分の気体を捨ててから集める。これは

なぜか。「はじめに出てきた気体には，」に続けて，簡単に答えなさい。

� はじめに出てきた気体には，［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑸　ある気体を発生させて集めた試験管に石灰水を入れてよくふったところ，石灰水が白くにごった。発生さ

せた気体は何か。� ［　　　　　　　　］

5	 図のように，液体のエタノールを入れたポリエチレンの袋の口を輪ゴ
ムでしばり，熱湯をかけたところ，エタノールが気体になって袋がふく

らんだ。次の問いに答えなさい。　  教科書P.84〜90 � （３点×４）

□⑴　エタノールは，20℃では液体である。表は，５種類の物

質の融点と沸点を示している。20℃で液体であるものをす

べて選び，物質名を答えなさい。

� ［　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　図の変化が起こると，エタノールの質量と体積はそれぞれどうなるか。

� 質量［　　　　　　　　　　　　　］　体積［　　　　　　　　　　　　　］

□⑶　図の変化が起こると，エタノールの粒子のようすはどうなるか。次のア～エから選び，記号で答えなさい。

　ア　粒子の数が増える。　　　　　　　　イ　１つ１つの粒子が大きくなる。� ［　　　］

　ウ　粒子どうしの間隔が大きくなる。　　エ　粒子の運動がおだやかになる。

6	 図のように，水 9 cm3とエタノール 3 cm3の混合物を加熱し，試験管Ａ，Ｂ，
Ｃの順に液体を約 2 cm3ずつ集めた。次に，集めた液体の性質を調べた。表は，

それぞれの液体を集めたときの温度と，液体の性質を調べた結果をまとめた

ものである。次の問いに答えなさい。  教科書P.91〜95 � （４点×４）

□⑴　液体の急な沸とうを防ぐために入れるａは何か。�［　　　　　　　　］

□⑵　エタノールを最も多くふくむ液体が集まった試験管はどれか。Ａ～Ｃか

ら選び，記号で答えなさい。� ［　　　］

□⑶　結果より，沸点が低いのは，エタノールと

水のどちらか。� ［　　　　　　　　］

□⑷　この実験のように，液体を沸とうさせて気

体にし，出てきた気体を再び液体にして集め

る操作を何というか。�［　　　　　　　　］

輪ゴム ポリエチレンの袋

エタノール

水

気体

ａ

冷水

デジタル
温度計

液体

ガラス管
試験管

水とエタノール
の混合物

物質 窒素 アセトン メントール 水銀 鉄

融点〔℃〕 −210 −95 43 −39 1538

沸点〔℃〕 −196 57 217 357 2862

１本目Ａ ２本目Ｂ ３本目Ｃ

蒸気の温度 79.0〜85.4℃ 85.4〜95.0℃ 95.0〜99.7℃

においを調べる。エタノールの
においが強い。

エタノールのに
おいが少しする。

ほとんどにお
いがない。

液体にひたした
ろ紙に火を近づ
ける。

燃える。 火がつくが，
すぐ消える。 燃えない。
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得点

／100点
定期テスト対策 ||| 応用編 |||

実施時間のめやす⇨ 30分教科書

1	 物質Ａ，Ｂは砂糖と食塩のいずれかで，物質Ｃは何かわかっていない。これらを分類するため，次の実験を
行い，結果を表にまとめた。あとの問いに答えなさい。　  教科書P.51〜55 � （４点×６）

〔実験１〕　図１のように，アルミニウムはくを巻いた燃焼さじに，物質

Ａ～Ｃを別々にのせ，加熱して燃えるかどうか調べる。

〔実験２〕　〔実験１〕で燃えた物質は，図２のように石灰水の入った集気

びんに入れる。火が消えたら燃焼さじを取り出して集気びんをよく

ふり，石灰水の変化を調べる。

□⑴　実験２で，物質Ａが燃えたときは，集気びんの内側

に液体がついてくもった。この液体に青色の塩化コバ

ルト紙をつけると，塩化コバルト紙はどうなるか。

� ［　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　実験２の結果より，石灰水の変化から，物質Ａが燃

えたとき，何という気体が発生したことがわかるか。� ［　　　　　　　　］

□⑶　物質Ａのように，燃えたとき⑵の気体を発生し，炭になる物質を何というか。� ［　　　　　　　　］

□⑷　物質Ａ，Ｂはそれぞれ何という物質か。� Ａ［　　　　　　　　］　Ｂ［　　　　　　　　］

□⑸　実験の結果から，物質Ｃは，物質Ａ，Ｂのいずれかと同じ物質，あるいは別の物質のどちらと考えられる

か。同じ物質と考えられるときはその記号を，別の物質と考えられるときは「×」を答えなさい。�［　　　］

2	 表は，物質ａ～ｄと硝酸カリウムが水100gに溶ける最
大の質量と水の温度の関係を示したものである。また，物

質ａ～ｄのいずれか１つはミョウバンである。次の実験に

ついて，あとの問いに答えなさい。  教科書P.66〜73 �（４点×５）

　〔実験１〕　20℃の水20gにミョウバン6.0gを入れてよくふ

ると，溶け残りができた。加熱して温度を60℃まで上げると，溶け残っていたミョウバンは，すべて溶けた。

この水溶液の温度を下げていくと，ミョウバンの結晶が出てきた。ただし，水の蒸発はないものとする。

　〔実験２〕　40℃の水100gに硝酸カリウムを溶けるだけ溶かし，飽和水溶液をつくった。この水溶液をゆっく

り加熱して20gの水を蒸発させた。加熱をやめ，この水溶液の温度を20℃まで下げると結晶が出てきた。

□⑴　物質ａ～ｄのうち，ミョウバンはどれか。記号で答えなさい。� ［　　　］

□⑵　実験１の下線部で，水溶液の温度を下げ始めてから，結晶が出てくる直前までの水溶液の質量パーセント

濃度はどのようになるか。簡単に答えなさい。� ［　　　　　　　　　　　　　　］

□⑶　実験２でつくった40℃の硝酸カリウムの飽和水溶液の質量パーセント濃度は何％か。小数第 2位を四捨五

入して小数第１位まで答えなさい。� ［　　　　　　　　］

□⑷　実験２で出てきた硝酸カリウムの結晶は約何ｇか。次のア～エから選び，記号で答えなさい。�［　　　］

　ア　26g　　　イ　32g　　　ウ　38g　　　エ　51g

□⑸　表の物質ａは，高い温度の水でつくった飽和水溶液を冷やしても多くの結晶が得られない。その理由を，「溶

解度」という言葉を用いて簡単に答えなさい。

　　［� 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

図１ 図２燃焼さじ
粉末

ふた

石灰水

物質Ａ 物質Ｂ 物質Ｃ

実験１
とけて茶色くなり，
燃えた。あとに黒
い炭が残った。

燃えなかった。 赤くなって
燃えた。

実験２ 白くにごった。 − 変化が
なかった。

温度
物質 0℃ 20℃ 40℃ 60℃ 80℃

ａ 38 38 38 39 40
ｂ 6 11 24 57 321
ｃ 179 204 238 287 362
ｄ 3 5 9 15 24

硝酸カリウム 13 32 64 109 169（単位 g）

身のまわりの物質
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3	 表は，４種類の気体Ａ～Ｄの性質をまとめたものである。
気体Ａ～Ｄは，水素，酸素，二酸化炭素，アンモニアのいず

れかであることがわかっている。次の問いに答えなさい。
 教科書P.74〜81， 213， 215 � （５点×８）

□⑴　気体のにおいを調べるとき，どのようにしてにおいを

かぐのがよいか。簡単に答えなさい。

� ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　気体Ｂを集める方法として最も適切なものを，右のア～

ウから選び，記号で答えなさい。また，それは気体Ｂにど

のような性質があるからか。簡単に答えなさい。

� 記号［　　　］

　　性質［� 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑶　気体Ａ～Ｄの中で，密度が最も大きいものはどれか。記号で答えなさい。� ［　　　］

□⑷　気体Ｃを発生させる方法を次のア～エから選び，記号で答えなさい。� ［　　　］

　ア　二酸化マンガンにオキシドールを加える。　　　　　　　　　　イ　石灰石に塩酸を加える。

　ウ　塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱する。　　エ　亜鉛にうすい塩酸を加える。

□⑸　気体Ａを集めた試験管の口にマッチの火を近づけると，気体Ａが燃えて試験管の口がくもった。くもりが

できたのは，気体Ａが燃えて何ができたからか。� ［　　　　　　　　］

□⑹　気体Ｂ，Ｄは何か。それぞれ名称を答えなさい。� Ｂ［　　　　　　　　］　Ｄ［　　　　　　　　］

4	 次の実験について，あとの問いに答えなさい。ただし，液体のロウの密度を0.8g/cm3，水の密度を1.0g/cm3

とする。　  教科書P.61，84〜90 � （４点×４）

　〔実験１〕　ビーカーに固体のロウを入れ，ゆっくり加熱してすべて液

体のロウにした。ロウの液面の位置に印をつけ，図１のようにし

て全体の質量をはかると，186gであった。これを室温で放置する

と，ロウはすべて固体になり，図２のように中央がくぼんだが，全体の質量は

186gのままであった。

　〔実験２〕　固体のロウと氷を試験管に入れ，図３のように加熱すると，最初に氷

がとけ，次にロウがとけて液体になった。このとき，水と液体のロウは完全に

２つの層に分かれていた。

□⑴　ロウが液体から固体になると，体積はどうなったか。

� ［　　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　⑴のようになった理由を述べた次の文の，（　　）の①，②に当てはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

� ①［　　　　　　　　　　　］　②［　　　　　　　　　　　］

　　　ロウが液体から固体になると，ロウの粒子の運動が（　①　）なり，粒子間の距離が（　②　）なるから。

□⑶　実験２の下線部の状態の試

験管に，体積が1.0cm3，質量が

0.9gの固体のロウを入れ，静止

したときの模式図はどれか。右のア～エから選び，記号で答えなさい。� ［　　　］
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エ

固体のロウ
水

水 液体のロウ 水 液体のロウ

気体 におい 空気の質量を１と 
したときの質量の比

水１cm3 に溶ける
気体の体積〔cm3〕

Ａ ない 0.07 0.018
Ｂ 刺激臭 0.60 702
Ｃ ない 1.5 0.88
Ｄ ない 1.1 0.031

（気体の質量の比と溶ける体積は 20℃のとき）




